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Abstract
The world oldest fi shhook which is found from Sakitari Cave site, Okinawa, is the single peace, bar-

bless hook made of Trochus shell. We tested how useful is this kind of pearl-shell fi shhook, and suc-
cessfully fi shed Giant Mottled Eel which was 95cm in length and 3kg in weight. Even though we used 
modern fl uorocarbon line and catching net at the fi nish, the single peace, barbless pearl-shell hook 
was useful enough for fi shing large-sized eel. We also found that the shine of the pearl layer observed 
on the shell hook is related to the strength of the hook.

はじめに
人類進化700万年の歴史において、水産資源利用
の歴史はそれほど長くない。もっとも古い魚介類利
用の証拠は、195万年前のアフリカで、原人たちが
カバやワニ、カメなどといった水辺の動物とともに
ナマズを食していたことが知られている(Braun et 
al., 2010)。この遺跡では、水辺に打ちあがった動
物の遺骸を利用したと考えられており、一般的には
原人段階では積極的な魚の捕食は盛んではなかった
ようだ。
旧人段階では、ジブラルタルなど沿岸地域に居住
するネアンデルタールの一部が、海産貝類やカニ類
を利用していた(例えばErlandson, 2001; Cortés-
Sánchez et al., 2011)。だが、同位体分析ではネア
ンデルタールに魚食の痕跡は認められず(Richard 
et al, 2001)、旧人段階の人類も依然として陸上大
型動物への依存度が高かったとする考えが一般的で
ある。ただし、冷水刺激によって形成される外耳道
骨腫がネアンデルタールにも高頻度に認められると
いう報告もあり(Trinkaus et al., 2019)、旧人の水
産資源利用については、未知の事実が大きいのかも

しれない。
ホモ・サピエンスになると積極的な漁猟活動が行
われるようになり、明らかな水産資源利用の証拠は
16万年前まで遡る(Marean 2010)。漁具としては、
コンゴのカタンダ遺跡で8万年前の地層から魚骨と
ともに発見された「かえし」付きの銛先や(Yellen 
et al. 1995)、南アフリカのブロンボスで魚骨とと
もに発見された7万年前のボーンポイントがある
(Henshilwood et al. 2001)。現在のところ、これ
らの骨器が世界最古の漁具として位置づけられてい
る。
そうした中で、釣り針が出現するのは約2万年前
で、沖縄島のサキタリ洞遺跡（2万3千年前; Fujita 
et al., 2016; 沖縄県立博物館・美術館, 2018）や
東ティモールのジェリマライ遺跡（2万3千～ 1万6
千年前; O’ Connor et al., 2011）の貝製釣り針が、
これまでのところ世界最古である。ヨーロッパでも
1万9千年前のマンモス牙製釣り針が報告されてい
るため(Gramsch et al., 2013)、釣り針の起源はもっ
と古くまでさかのぼるのかもしれない。いずれにし
ても、これらの世界最古級の釣り針は、「かえし」
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のない単式釣り針である点は共通している。
世界的にみれば、新人段階の旧石器人が水産資源
を利用した証拠は世界各地にあり、先述の通り釣り
針も少なくとも2万年前までに存在している。また、
もっと新しい時代にポリネシアに進出したラピタ人
も、かえしのない単式釣り針を用いていた(例えば
小野, 2017)。こうした事実を考慮すれば、サキタ
リ洞のものを始めとする旧石器時代の釣り針の機能
についても疑問の余地はないと筆者らは考えている
が、一般的にはこうした釣り針で実際に魚が釣れる
のかという疑念や、また、アクセサリーではないか
という意見もあるようだ。アクセサリー説を検証す
るには、どのようなアクセサリーを想定すればいい
のかを具体的に考える必要があるが、今のところそ
うした具体的な提案は皆無である。貝製釣り針の機
能性についても、学術論文等による批判は今のとこ
ろないが、貝に十分な強度があるのかと、「かえし」
がない釣り針で魚が釣れるのかという2点を主な疑
問として受けることがある。そこで本研究では「か
えし」のない貝製の単式釣り針で、実際に魚を釣り
上げることができるかどうか実験し、旧石器時代の
貝製釣り針の機能を検証することを目的とする。

材料と方法
釣り針の素材には、ニシキウズ科のサラサバテイ
を用いた。サキタリ洞遺跡の釣り針はニシキウズ科
のギンダカハマであり、ティモールでは同科のサラ
サバテイが用いられている。どちらの貝も円錐形の
巻貝で真珠層が発達する点では共通している。本実
験では、材料の入手しやすさの都合でサラサバテイ
を用いた。
また、材料と時間の節約のため、電動ルーターと
ダイヤモンドやすり、市販の砥石を用いて釣り針を
加工した。旧石器時代には、主に石器等の自然素材
を用いたはずでああるが、釣り針の強度や機能は製
作に用いた工具によって影響されないため、現代の
工具を用いても問題ないと判断した。
本実験の目的は旧石器時代の釣りを再現すること
ではなく、釣り針の機能を確認することであるため、
釣り糸は現代のものを使用した。旧石器時代の釣り
糸に関する情報が今のところないことと、釣り糸の
強度が制限要因になってしまうと釣り針の機能を検
証することができないからである。釣り糸は、ナイ
ロン10号のラインとフロロカーボン14号のハリス
である。沖縄地方で最大70㎝を超えるハマフエフ
キ（方言名：タマン）等の大物釣りに使用されるも
のであり、1mを超えることも珍しくないオオウナ

－2－



ギに対して十分な強度があるラインとして選択し
た。実験の初期段階ではより細い糸を使用していた
が（ナイロン3号）、糸を切断される事態が続いた
ため、上述の強靭なラインに変更した。これに中通
し錘をつけて、竿を使用しない手釣り方式にした。
餌はコンビニエンスストア等で販売されているフラ
イドチキンを用いた。
実験の時期は、2018年8月から2019年8月の一

年間で、おおむね月1回（1 ～ 3日）を試みたが、
2019年3 ～ 5月、7月は諸般の事情により実験を行
わなかった。各回とも、日没から約1～ 1.5時間の
試行時間で釣り実験を行った。
また、各試行回においてオオウナギや、オオウナ
ギの餌動物となるカニ類やエビ類、小型魚類の活
性を目視で観察したほか、活性の変化要因を推測
するために気象庁ホームページ（http://www.jma.
go.jp/jma/index.html）より各試行月の月平均気温
（日平均、日最高、日最低）を参照した。

結果
オオウナギ釣りの実施月と各回の結果は表１のと
おりである。1年にわたる実験を繰り返した結果、
2019年8月に95㎝、3㎏の個体を釣り上げることが
できた（図１）。ただし、釣り場が垂直に50cmほ
どオオウナギを引き上げなければならない環境で
あったため、オオウナギを水面まで引き上げた後、
タモ網を用いて取り込んだ。2018年8月から2019
年8月のうちの8か月において、各月1～ 3日の実験
を行った結果、貝製釣り針は適切に作れば強度は十
分であり、餌釣りでオオウナギを釣り上げうること
は確かめられたが、餌釣りを行う場合にはオオウナ
ギの活性が重要であることも判明した。
また、1年間の観察結果では、オオウナギの活性
が高く、餌に反応したのは8月から12月であり、気

温が低下するにつれて活性は低下した。調査期間中
で活性がもっとも高かったのは8月と9月で、10月
以後は毎月、段階的に活性が低下していった。月平
均気温も、8、9月に比べて10月以後は段階的に低
下している。1月と6月はオオウナギを確認したも
のの、活性がきわめて低く、水底でじっとしている
か、岩陰に隠れて姿を現さないかのいずれかであっ
た。活性の低いときには、岩陰に隠れた個体の目の
前に餌を垂らしてもまったく興味を示さなかった。
なお、2～ 5月は実験を休止しているため、この期
間の活性は不明である。しかし、表1に見るとおり
オオウナギの活性は気温との関係が深いと思われる
ことから、活性は低かっただろうと推測される。7
月は、気温（日平均28.9℃、日最高31.5℃、日最
低26.8℃）が高いことを考えれば活性が高まって
いた可能性もあるが、諸般の事情で実験を行わな
かったため未確認である。
次に、釣り針の強度やかかり具合に関しての知見
として、実験中にオオウナギの重みで釣り針が折れ
た事例があった（2018年9月; 図2f）。これは、真珠
層の発達方向が遺跡出土のものと異なり、強度に問
題があったことが後の観察で判明した。釣り針が折
れたのはこの1回のみであり、その他には、かかっ
てもウナギがあばれる内にはずれた事例、ウナギの
引きによって糸が切れた事例、根ズレによって糸が
切れた事例はあったが、釣り針の強度は基本的に十
分であった。

考察
1年間の調査を経て、かえしのない単式の貝製釣
り針が、釣り針として十分に機能することが確認で
きた。その一方で、水面にあげたところではずれた
事例が複数回あった。かえしがないとはずれやすい
ことは、理論的にも容易に推測できるが、かかり具
合によってははずれることがあるようである。ただ
し、現代のかえしのある金属製釣り針でも針がはず
れることは皆無ではないため、かえしがないことが
どの程度、釣り上げる確率を低下させるかは検討で
きない。少なくとも、釣り上げうることは確認でき
たため、かえしのない貝製単式釣り針は、釣り針と
して十分な機能があると言える。
かかり具合には針の形態や対象魚の口のサイズや

図１：貝の釣り針で釣り上げたオオウナギ。全長
95㎝、体重3㎏の個体。
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形態、餌の食べ方も関係し、オオウナギの場合には
針の湾曲を深くするほうが、はずれにくくなる印象
を受けた。厳密な比較実験は困難であるが、最終的
に釣り上げた釣り針は、サキタリ洞遺跡出土のもの
に比べてやや大型で湾曲が深く、先端が長くなって
いる（図1d）。ただし、2018年8月や9月に用いた
釣り針はサキタリ洞とほぼ同型であり（図1b, c）、
後述するとおり真珠層の発達方向が悪かったため折
れてしまったものの、ウナギを水面まであげること
はできた。また、魚が針を飲み込んでいるほうがは
ずれにくいようで、2019年8月に釣り上げたときに
はオオウナギが完全に釣り針を飲み込んでいた。ま
た、今回は釣り場の条件からタモ網を用いて取り込
んだが、オオウナギを垂直に持ち上げる必要がなけ
れば、タモ網を用いずとも陸上に引き上げることは
可能だろう。
一連の実験を通じて、釣り針の強度と真珠層の成
長方向に重要な関係があることも確認できた。貝の

真珠層は、強度は高いが、真珠層の成長面どうしは
剥がれやすい。そのため、針の途中で真珠層の成長
面の向きが変化していると、その部分に負荷がか
かったときに折れ易くなる（図e, f）。頑丈な釣り針
を作る際には真珠層の面に沿って針を取る必要があ
り、目視レベルでは釣り針の平坦面が輝くように作
る必要がある。この点において、サキタリ洞遺跡の
釣り針は表面全体に光沢があり、十分な強度があっ
たと判断できる。真珠貝で作った釣り針は、その光
学的な反射によって魚類を誘引するルアーとしての
役割があるといわれているが、それ以上に、釣り針
の強度と関係が深いことを提案したい。特に夜行性
のオオウナギの場合には、視覚よりも嗅覚や触覚で
餌生物を探索しているため、針の視認性よりも強度
が重要であろう。対象魚種によって事情は異なると
しても、いずれの場合にも釣り針の強度が重要なの
は自明のことである。
次にオオウナギの活性について、少なくとも8月

図２：サラサバテイで再現した釣り針。a: サキタリ洞遺跡出土品の原寸大型紙。b, c: 遺跡
出土品(a)を忠実に再現した釣り針。d: オオウナギを釣り上げた釣り針。 e: 強度の弱い
釣り針。矢印の部分で光沢が失われ、真珠層の発達面が変化していることがわかる。f: 
オオウナギを水面まで釣り上げたところで折れてしまった釣り針。折れた面（矢印）に
光沢があり、真珠層の方向が適切でなかったことが見てとれる。
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から12月ごろまでは餌に反応し、餌釣りが可能で
あった。これは、餌生物であるテナガエビやカニ類
の活動とも関連しているようで、8～ 10月には多
数のエビやカニ、ヨシノボリなどが認められたが、
11月ごろから徐々に姿を見なくなり、1月以後はこ
れらの小動物の姿は稀になった。こうした餌動物の
活動低下にともなってウナギも活性を低下させてい
たのかもしれない。時おり姿を見せるものの、ライ
トで照らすとすぐに岩陰に逃げ込んでまったく釣り
餌に反応しなくなった。活性の高い時期には、ライ
トで照らしていても餌に食いついたのとは対照的で
ある。活性の高い時期には警戒心よりも食欲が勝っ
ているように思われる。いずれにしても、モクズガ
ニ等とオオウナギの活性が高い時期が概ね一致して
いたことは興味深い。サキタリ洞は、旧石器人によっ
て秋を中心に利用されていたことが明らかになって
おり、それはモクズガニが旬を迎える時期と一致
していたためと考えられている(Fujita et al., 2016; 
沖縄県立博物館・美術館, 2018)。オオウナギが餌
に反応する8～ 12月は、この季節とおおむね一致
しており、河川動物の狩猟・漁猟活動を主体として
いた旧石器人にとって、オオウナギ漁も魅力的で
あった可能性を示唆する。
なお、オオウナギを観察していて興味深かったの
は、水面に背中をだしてじっとしている個体をたび
たび見かけたことである。特に活性の低下した時期
に目立ち、眠っているのか、我々が近づいてもライ
トにも無反応で、目の前に釣り餌を垂らすと、我々
に気づいたのか即座に逃げていった。仮に旧石器人
がオオウナギを捕獲することだけを目的とするなら
ば、釣り針を使用せずとも、こうした個体を見つけ
て、礫などで頭を叩き潰して捕殺することは十分に
可能と思われる。ただし、この方法では遺跡には証
拠が残らないため、実際に行われたかどうかは確認
できない。
最後に釣り糸について述べると、オオウナギは引
きが強いことに加えて、歯も鋭いようで、釣り上げ
たフロロカーボン14号のハリスの表面が損傷して
いた。釣り上げに時間をかけると切れてしまうこ
とも想定され、2018年10月の実験において切れた
ナイロン10号ハリスにも同様の損傷が認められた。
旧石器時代には植物の繊維を編んだロープのような

ものを用いたと思われるが、そうした自然素材の糸
の強度や、歯による損傷に耐えられるのかどうかは、
今後検討すべき課題である。しかしながら、小型個
体を狙うとか、損傷する前に一気に陸上に引き上げ
るなど、糸の強度に合わせて釣り方を工夫すること
もできるだろう。釣り糸は遺跡証拠としては残りに
くく、サキタリ洞でもこれまでのところ出土してい
ない。どのような糸でつり上げることができるかは、
今後、検討していく必要があるだろう。
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